
市民のライフステージに即した市営バスサービスの提供
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各⽉計（右軸） 累計（左軸）

ほぼ毎⽇ほぼ毎⽇
123123
7%7%

週に数回
程度
104
6%

週に１回
程度
155
8%

ほぼ利⽤
していない
ほぼ利⽤

していない
1,4331,433
79%79%

市バスの利⽤頻度
（こうのとりパス受取前）

N=1,815

通勤･通学通勤･通学
236236
37%37%

買い物買い物
189189
30%30%

通院通院
139139
22%22%

その他その他
6868

11%11%

市バスの利⽤⽬的

N=632

ほぼ毎⽇ほぼ毎⽇
146146
8%8%

週に数回
程度
194
11%

週に１回
程度
253
14%

ほぼ利⽤
していない
ほぼ利⽤

していない
1,0171,017
57%57%

申請
していない

177
10%

N=1,787

市バスの利⽤頻度
（こうのとりパス受取後）

・昭和２９年２⽉の事業開始以来、市⺠⽣活に⽋かせない⽣活基盤の⼀つとし
て６０有余年間サービスを提供する、⼤阪府内唯⼀の公営バス。

・少⼦⾼齢化に伴うバス需要の減少に加えて、今般の新型コロナウイルス感染
拡⼤に伴う更なる利⽤者の減少により、経営基盤の根幹に係る⾮常事態。

・コロナ禍収束後を⾒据え、市営バス事業存続の観点から、市⺠のライフステー
ジに即した市営バスサービスを提供するなど、⼤胆かつ迅速な施策展開を進
めている。

■⼦育て世代を⽀援するた
め、平成 30 年 10 ⽉ 1 ⽇
から妊娠中の⼈の運賃を
割引する「こうのとりパ
ス」の交付を開始

■市が実施している離乳⾷教室と連携
し、実⾞を使ったベビーカーの乗⾞
体験教室を開催

・週に１度以上利⽤する割合が、こうの
とりパス受取前と受取後で 19％→33％
に⼤幅増

・利⽤⽬的は、通院よ
りも通勤・通学、買
物の⽅が多く、通院
以外でも利⽤して頂
いている。

たかつきばすお

○こうのとりパス

■R 元年度までの「市バスでぶらりキャ
ンペーン」（夏休み期間中、⼤⼈１⼈
につき同伴の⼩学⽣５⼈まで運賃が
無料）を⾒直し、対象期間を夏・冬・
春の⻑期休暇期間、対象者を中学⽣
まで拡充。

○⾼齢者福祉乗⾞制度（Ｒ３年度より変更）

○ベビーカー乗⾞体験教室

・⾞内換気のため、バス⾞内の窓を開けて運⾏
・市営バス全⾞両で抗菌コーティング
・⾞内前⽅の⾜元に⻩⾊いラインを設置
・運転席側⾯にビニールシートを設置
・乗務員による⾞内消毒
・「黙乗」啓発ポスターの掲⽰

○U12，U15 おでかけパス
 （R3 年度〜）

○新型コロナ感染症対策

○市内⼩学⽣を対象と
 する市バス⾞庫⾒学

○⼦供向け
 パンフレット

○こども絵画ギャラリーバス
 （開業 65 周年ラッピングバス）

■参加者数：H29 年度 18 名  H30 年度 22 名

■利⽤者の声

■交付者数の推移

・Ｒ２年度末
で交付者数
6,000⼈を
超える。

◆ 背景と⽬的

◆ 主な取組みの紹介
ターゲット︓⼦育て世代

ターゲット︓⾼齢者

ターゲット︓⼩学⽣・中学⽣

ターゲット︓全世代


